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1 ． は じめに

　中学 ・高校生の科学工作経験 と自然へ の 関

心 を持たせ るた めに 、 天体望遠鏡を実際に作

り身近な天体 （太陽黒点）を観測する とい う

実習 、 工 作観測 をお こ な っ た 。 実習対象を高

校生 とし 、 そ れ以前に 中学 と高校の 先生方 に

前もっ て 工 作を体験 して 貰っ た 。

　先生方は 本学教室で 研修する機会にあっ

た教職 10 年次研修講座 の 受講者で あ っ た 。

この 研 修は 昨年度よ り本講座で 光に関 して お

こ な っ て きて い る。

　
一

方、本年は SPP （サイ エ ン ス パ ー
トナ ー

シ ッ ププ ロ グラム ）事業で、高校生有志を対象

とした
“

体験 を通 した科学知識の 普及を図 る
”

こ とを 目的 として、単 なる理科 授業の
一

部 と

して で は な く、科学の 基礎とその 広が りに接

しさよ うとい う目的で ある。実際に実施 した

内容 と結果 にっ い て 報告する 。

2 ．教職 10 年次研修

今年の 講座 では光をテー
マ に した実験 ・研

修の うち 、 望遠鏡の 工 作 と天体観測をとりあ

げた 。 光学機 器の 取 り扱い に慣れ光の基礎に

触れ るこ とが 目的で あ る。 光そ の もの の 知識

を短時間に身に つ けるには少 し負担 に なる よ

うなの で 、 もっ と単純に遠 ぐの もの が大 き く

見 える とい う体験か ら始 め よ うとい う趣 旨で

ある 。 ．望遠鏡工 作を始めて か ら昼 まで にはで

きあ が り、 午後か らは実働調整 とともに実際

に太陽黒点を観測で きた 。

右上の写真は 自作 したばか りの 望遠鏡 で太

陽像を写 しだ して い る とこ ろで ある 。 こ の 影

像はス ケ ッ チに よ らず 、 デジタル カ メラを用

い て 容易に記録するこ とがで きた。 右下 の写

真に その結果を示す 。 ガ リレ オが初 めて 望遠

鏡で観測 した太 陽黒点の ス ケ ッ チ
1 ）があるが 、

今回の 実験で 撮影 した写真で も同 じよ うな結

果が容易に得 られ 、 石刑墜受講 した先生方は 自

作の 小 さい 天体望遠鏡で 簡単に太陽の 黒 点が

実際に観測で きた こ とに 感激 して い た 。 そ れ

に続い て話を広 げ、何故望遠鏡で遠 くの もの

が見えるか とい う観点か ら光学的結像論の 話

し へ と展開し研修講座の 目的を達成した 。
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3 ．高校生の 理科工 作 、 天 体観察 ；SPP

　SPP （サ イ エ ン ス パ ー トナーシ ッ ププ辷1

グ ラム）とは 『科 学技 術
・理科大好きプラン 』

で 行なわれて い る事業 の
一

つ で 、大学や研 究

機関が 中学校お よび高等学校 と連携 して児童

隼徒の科 学技術
・理科に 関する興味 ・

関心 ・

知的探求心 を高める機 会を提供 しよ うとい う

もの で ある 。

　今回 の我々 の計画 に参加 したの は地元の 高

校 1， 2 年生で ある 。 本計画は 3 日間の 日程 、

で 、全体講演の後 、 物理 ，化学 、 生物 の 各分

野 に分かれ て学校とは違 っ た講義 、 実験等を

体験する機 会を作り、 最終 日に は各分野で 体

験 した こ とを皆 の 前で 報告す る とい う計画で

あ っ た。

　物理領域を選択 した高校生に はまず 、 ガ リ

レオに よる望遠鏡の発明 と望遠鏡に よる 天体

（太陽）観測の意義 と近代物理学の 始ま りに

っ い て 大まかな説 明を聞い た後で、望遠鏡の

工 作に取 り組んだ 。 工 作には教員研 修の 時 と

同 じ市販 の 組み 立てキ ッ トを莉用 してい る 。

少 し手 聞はか か るが 天体望遠鏡を作るとい う

意義を深めるた め多少 の 手間 ・工夫を工 作の

段階で い れる よ うに した 。 小振 り の 鏡筒の 内

部に手 を加えた りするの で 工作には試行錯誤

を も交え、や り直 しを繰 り返 しなが ら細部の

製作に 取 り組 んで い っ た 。 場合に よ っ て はい

ろい ろな工 具や測 定道具等を使 えるよ うに し、

より容易に合理的に作れる よ うに した 。

　右上 の 写真は各自が 自作した望遠鏡で実際

に太陽黒点を観測するた め、直説光を遮る手

作 りの 遮 へ い 板を取 り付けて 観測の た めめ調

整 して い るとこ ろで ある 。 これは単に ボー
ル

紙を利用 して簡単に作 っ た もの の 例で ある 。

製品 と違い 支持 固定は不安定で あるが、微妙

な調整 は逆に小 細工が きい て使 い や すい 面は

あ る 。 この ような手間も 、 参加 した生徒は 『や

っ て みる と以外 に面白い
。 』 『工夫する こ と

が 面 白い
。 』と完成 に近づ く程、積極的に取

り組み始め 、 物作りにつ づ い て調整に も熱 中

して い っ た 。

　天候 のせい で 太陽観測は短時間しか行 えな

か っ たが 、 自分の作 っ た望遠鏡で 遠方の景色

がきれい に 見える こ とや 、 実際に太陽の 黒点 ．

または太陽像が見 えた こ とに喜ん でい た 。 太

陽黒点を観測する例が 中学校理科教科書 2分

野 で 『身近な天体の観測』．として 取 り上 げら

れてい るが 、 これは市販 の 既成の 天体望遠鏡

セ ッ トを使っ てい る。 自作の望遠鏡で 観測す

る となる とい ろい ろ必 要なもの を作っ た り、

調整に もい ろい ろ工 夫 しなければならない 。

単に観測 して結果を得るだけでは なくそ こ に

至るまで の 作業を楽しん でできた とい える。

4 ． お わ りに

　実際に工 作にあた っ た先生方 、 高校生 とも

に 、 何か ある機能を もっ た物を作 り利用する

こ とと 、
これ に適 した工 作用具 ・測定器具が

あれば非常に工 作しやすい こ とも実経験をし
・

た 。 当初面倒な作業と感 じられるが、で きて

い くに つ れて 成果が 目に見えて は っ き りして 2

くるの で 望遠鏡の 制作は興味を引く面があ り、

さらに観測像 を とらえ られ るよ うになる と熱

中して くる 。 単に で きあい の 製品 、 観測装置

を使 うの で はな く、自分自身で 工 夫 して 作 っ

た物で 太陽を実際に観測で きるの は意義の あ

る こ とで ある 。
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